
〈 市長・副市長コメント一覧 〉 

 

発表１ おさがり交換会＆手づくりダンボール迷路 令和６年度継続 有 

〈 副市長 〉 

Ｑ.県立大生がボランティアで参画してきたきっかけは何か？ 

Ａ．メンバーのＡさんが県立大に勤務している関係で繋がりがありボランティア学生を募った。 

（副市長）うまい仕掛けだと思った。 

〈 市長 〉 

Ｑ.子供服は市内全域から集めたのか？ 

Ａ．本荘市街地の保育園にチラシを配布してこれだけの量が集まった。 

 

 

（市長）おさがりっこのネーミングがいい。服は子育て世帯にとって、いくらあっても良いと思う

ので大変喜ばれたと思う。非常大成功だった。 

 

発表２ プロモ会議のプロモーション 令和６年度継続 無 

〈 副市長 〉 

■ イベント記事を時系列で並べ、リアルタイムで更新されることを市 HP とリンクするような工夫

があると良い。 

〈 市長 〉 

Ｑ.全ての企画を取材したのか？ Ａ．なるべくメンバー内で行ける人はいった。 

■ ワードプレスはバージョンアップ、ブラッシュアップされているツールのため今後も安定的に

使えるので良い。ウェブは大変見やすく作られていて良かったと思う。 

■ ウェブだけではなくアナログでプロモーションしていくことで深みも出ると思う。 

 

発表３ おおうち春まつり 令和６年度継続 有 

〈 副市長 〉 

Ｑ.４月開催の企画であったため準備期間等で気にしていたがその面での苦労はあったか？県立大

生のボランティアは何人くらい参加があったか？ 

Ａ．告知が難しかった。ボランティアが直前まで集まらないことが大変だった。 

県立大生の各サークルから５名ずつ。片付けまで一生懸命にやってくれたのでとても助かった。 

〈 市長 〉 

■ プロモーション会議の初の企画で当日は風も強く、プレッシャーもあり大変だったと思うがあ

れだけの人を集められたということは非常に大成功だったと思う。 

■ 大内地域のみなさんと話をする機会があったが大変喜んでいた。 

 

 

※ 広報ゆりほんじょうで回収について一般市民にも告知している（地域づくり推進課補足） 



発表４ 親子農作業体験 in東由利 令和６年度継続 有 

〈 副市長 〉 

Ｑ.参加者はどういうエリアから来ていたのか？ 

Ａ．市内５組、秋田市１組、移住者１組 

〈 市長 〉 

■ 農業に目を付けた企画は想像してなかったので面白い視点だと思い、上手くいってくれればい

いなと思っていた。 

■ 屋外で行うイベントは天候にも左右されるため非常に難儀されたのではないかと思う。 

■ 第三セクターや市の課題になっている事を巻き込んでいくことは素晴らしい。 

■ 東由利は独特な取り組みをしている地域だと思うので今後もいろいろな方を巻き込んでいくと

より良いものが出来ると思う。 

 

発表５ みんなでサマスク in 矢小 令和６年度継続 無 

〈 副市長 〉 

Ｑ.今回のイベントで得た経験を活かし次回チャンスがあれば続けたいか？ 

（Ｂさん）他の季節での開催や矢島を盛り上げるためにチャンスがあればやってみたい。 

（Ｃさん）矢島のコミュニティ力がすごいと感じた。「分からない事はあの人に聞けばいいよ」と

いう様に分からないことでも誰かに聞けば的確なアドバイスを頂けたので今後イベントをする際は

矢島のコミュニティ力は大きな力になると思った。 

（Ｄさん）広報（チラシ作り、SNS）を担当したが他のイベントでも応用できる。矢島にはイベン

トになるような魅力が眠っていると思うので更に発展できると考えるため、この経験を次に活かす

ため考えていきたい。 

〈 市長 〉 

■ 子供からお年寄りの幅広い年齢層に楽しんでもらいたい想いで行った企画だったため、参加者

の人数も多く大変だったと思う。この規模のイベントを 4名で回したことは大変だったと思う。 

また、夏という季節柄、食材管理など大変ご苦労されたのではないかと思う。 

■ 矢島高校生のみなさんに手を貸してもらうということは今後も何か考えられる要素だ。 

■ 矢島は城下町として、いろんな文化が残っているので今後活かしていけると思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



発表６ 法体の滝で BBQ＆カヌー体験 令和６年度継続 無 

〈 副市長 〉 

Ｑ.１７名の参加者のうち法体の滝に初めて来た方はどのくらいいる？ 

Ａ.半数くらいは初めてだったと聞いている。 

Ｑ.初めての方はどんな感想だったか？ 

Ａ．「法体の滝の迫力と川がキレイだ」「駐車場からこんなに簡単に滝とキャンプ場にいけるところ

があったのか」という声もあり、市外の方に PRできたと思っている。 

〈 市長 〉 

Ｑ.お付き合いにつながった方は？ 

Ａ.確認はとれていないがそうなればいいなと思っている。 

（市長）法体の滝は市や県としても観光スポットとしても大きく取り上げているのが、なかなか地

元や県内の方に知られていないかもしれないので良い機会だった。 

 

発表７ 親子でアドベンチャークッキング（大小屋キャンプ場） 令和６年度継続 無 

〈 副市長 〉 

Ｑ．モンベルからの協力とあったがどのような繋がりがあったのか？ 

Ａ．モンベルと繋がりがあるメンバーがいた為、モンベルの商品をレンタルできることになった。 

 

 

〈 市長 〉 

■ 屋外で行われるイベントということで天気が心配されただろうなと思うが無事に開催できて良

かった。写真からも皆さん楽しそうな様子が伝わる。 

Ｑ．謎解きゲームはどのような内容か？ 

Ａ．１家族に４つの問題が書かれた封筒が配られ、答えが書かれたプラカード掲げられている所を

掘るとカレーに使える食材が書かれたカプセルが埋められており食材と引き換えるゲーム。 

Ｑ．食材は一般的にカレーに入っている食材なのか？ 

Ａ．４つまで食材を選べるので一般的な由利牛や人参から遊びで納豆や豆腐などを入れた。 

（市長）カレーに入らないような食材も入っていると面白いだろうと思ったので良いアイディアだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 計画変更により他社製の商品をレンタルした（地域づくり推進課補足） 



発表８ 西目ドッグラン計画（研修事業） 令和６年度継続 無 

〈 副市長 〉 

■ ドックランはハードの設備が必要だったため、敷地確保や様々な設備を入れる等、また動かし

ていくにあたってもソフト面の確保等、どこまで手当てをしていくか難しさを実際に現地に足を運

んで学ばれたということでせっかく研究されたことを記録として残して置いて頂き、今後市に対し

ヒントや提案をいただければと思う。 

〈 市長 〉 

■ 2 か所視察をしながら設置の経緯や費用面等いろいろと勉強されたことを活かして今後実現す

る場合は県や市、民間と協議も必要かもしれない。ハードルは高いと思うがニーズはあると思うの

で実現するように模索をすることも大事だと思う。 

 

発表９ ペットボトルイルミネーション＠カダーレ 令和６年度継続 有 

〈 副市長 〉 

Ｑ．イルミネーションのデザインはどのように決めたか？  Ａ. メンバーと一緒に考えた 

Ｑ．製作時間は？ Ａ.１か月半～２か月（一人ではなかなか進まず、最低でも３名は必要でなかな

かメンバーが集まることが出来なかった事が製作に遅れが生じた原因だった） 

〈 市長 〉 

■ １日だけではなく一定期間継続する企画ということで期間中は頭から離れず大変だったと思う

がそれなりの魅力やメリットもたくさんあると思うのでぜひ次年度も実行してほしい。 

■ 次年度は子供達が自分達で作ることに携わってもらうということで大変良い。自分達で作ると

見る時もたいへん楽しみになるだろうと思う。 

 

発表１０ ゆっくり ゆったり ゆりぐるり（スタンプラリー） 令和６年度継続 無 

〈 副市長 〉 

Ｑ.ぜひ行ってみたいと思うのでマップの中での来訪が多かったＮＯ１、ＮＯ２の場所は？ 

Ａ. 報告資料 P8 スポット別の経済効果（試算）の通り飲食店が多かった。 

〈 市長 〉 

■ 経済効果まで分析したことはすごいと思う。 

■ 由利に行くと個人的によく行くお店があるが他のところはあまり行ったことが無いので今後は

いろんな店に行ってみたい。より一層由利地域を好きになったということは非常に良かった。 

 

 

 

 

 

 



発表１1 親子がくつろげる安全な場所づくりｉｎ大平スキー場 令和６年度継続 有 

〈 副市長 〉 

Ｑ.大平スキー場は格安料金のレンタル品も充実しているためファミリーゲレンデとして市内外か

ら家族連れがよく来ていると耳にするが今回参加いただいた３０人はどの辺りから来ているか？ 

Ａ.一番多かったのは東由利、遠くは東京都から来ていた。 

〈 市長 〉 

■ 異常気象の雪が少ない中で悔しい思いもされたのではないかと思う。雪さえあればもう少し賑

わったのではないかと思う。 

■ 東由利は自分たちの地域を作っていこうという想いが非常に強い。大平スキー場を運営してい

る皆さんは手作りで運営されていて本当に素晴らしいなと思っている。 

■ 今回備品が揃ったということで今後利用しながら道の駅等とも連携して東由利一体で楽しんで

いけるスポットとして東由利地域を盛り上げていってほしい。 

 

発表１２ おもしぇありんぐイワキビトフェス（映画上映・バスケ大会） 令和６年度継続 有 

〈 副市長 〉 

Ｑ. バスケットボールに 300 名が集まったことについて少ないと評価されていることに驚いている

がどれくらいを目標にしていたのか？ 

Ａ. 最低でも 1,000 人くらいを目標にしていた。スポーツに携わっている人に関わっていくことで 

確率も高まっていくと感じた。今回 100 万円という大金をいただいて開催したが 100 万円もらった

ら 100 万円で返すということをビジネスとして考えなければいけないと思っているので今後イベン

トを継続するために 2,000 人を目標にしている。そのためには課題も多いため解決してくために時

間もかかりそうだ。 

Ｑ. 映画の内容はスポーツ系？ 

Ａ. 子供向け内容（シング / キャスパー / ももへの手紙）本当はジブリを上映したかったがコス

トもかかることが分かりこのような内容になった。 

〈 市長 〉 

■ 印象としてこれくらい（300 名）人が集まればいいなと思ったが今のプレゼンで悔しい気持ち

がものすごく伝わってきた。 

■ 由利高校や県立大とやりとりをする機会があり「映画館がほしい」という声があった。映画を

見たいというニーズがあると思った。岩城会館は映画によい場所であるということで今後上手くリ

ンクさせられるといいなと思った。 

■ （ご高齢の皆さんに対して）ある町内がミニデイサービスで寅さんシリーズを毎週利用者さん

にみせている。 

 

 

 

 

 



市長より総評 

 今回の報告を聞き、色々な課題があったということは十分に理解した。人員の不足やお仕事との

両立など苦労が多々あったと思う。大変お疲れ様でした。 

 市長になって新たな事をしたいと思っていた一つがこのプロモーション会議だったがまさか 100

人を超える方が手を挙げてくれるとは思ってもみなかったので、まずそこに大感動をしたのを覚え

ている。また、皆さん方がそれぞれの想いの中で企画立案をしていただいたことは本当に嬉しく、

有難い思いだった。 

1 年を通じて様々なイベント企画が各地で行われたことで由利本荘市全体に大変活気があった。

コロナの関係で人との交流が出来なかったり、イベントが出来ない時期が長く市民の皆さんにも大

変喜んでいただいた。各地域でいろんな方々と話をする場面があるがこのプロモーション会議の話

は必ずと言っていいほど出るくらい市民の皆さんには大変注目をされており、感謝をされたイベン

トであった。２年間通じて活動してくださった皆様に心から感謝を申し上げたい。本当にありがと

うございました。 

今回でプロモーション会議を離れる方、2 期目として新たな事業をする方もいらっしゃると思う

がぜひ今回の経験を活かして頂きたいと思う。また決してみなさんが携わってきたことは、人生と

いうと大げさかもしれませんが今後の人生においてマイナスになることは全く無いだろうと思いま

すし、由利本荘市をより好きになる良い機会であったのかなと思う。 

由利本荘市には県立大学本荘キャンパスが在り、若い方が沢山いるのでその方達とも一緒に今後

どのように考えたら良いのかということを皆さんからも知恵を借りながら進めていきたい。 

一番堰に市外の若い世代が約 350 名入る TDK の独身寮がある。その方達にもいろんな場面で声を

かけると運営側の人数不足の解消や参加者側としてお客さんになってくれるかもしれない。そのよ

うな面で他の地域にはない県立大やＴＤＫとも上手く関わっていけばより良いものが作れるのかな

と思う。 

最後に皆さん方の 2 年間の活躍に心から感謝を申し上げたい。またこの後もいろんな場面で市の

活性化に力を貸していただきたいと思う。大変ご苦労様でした。 

 


